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(57)【要約】
【課題】複合型減速機を提供する。
【解決手段】本発明の複合型減速機は、ケース内に配置
される第１段減速ユニット及び第２段減速ユニットを備
え、前記第１段減速ユニットは、太陽歯車と、複数の遊
星歯車と、リングギアとを更に含み、前記第２段減速ユ
ニットは、複数のローラーと、複数のローラー溝と、複
数のソケットと、カム面とを更に備える。前記カム面は
リングギアの外壁に囲むように形成され、前記リングギ
アが第１段減速ユニットの出力端となり、且つ第２段減
速ユニットを駆動させる入力端とする。前記複数のロー
ラー溝は遊星ギアプレートの外壁に囲むように形成され
、前記遊星ギアプレートが第２段減速ユニットの出力端
となる。減速機構造が簡略化されることで、従来のもの
では減速機全体の配置空間及び体積を有効的に縮減でき
ないという問題を改善させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定端として使用されるケース内に配置される複合型減速機であって、
遊星歯車セットで構成され、前記遊星歯車セットは入力用の太陽歯車を含み、前記太陽歯
車の周囲は複数の遊星歯車に相互に噛合させると共に駆動させ、前記複数の遊星歯車は遊
星ギアプレートに間隔を空けて枢接され、且つ前記複数の遊星歯車の外囲はリングギアに
相互に噛合させると共に駆動させて回転させる第１段減速ユニットと、
　波動減速機で構成され、前記波動減速機は円周に等間隔で環状に配列される複数のロー
ラーと、複数のローラー溝と、複数のソケットと、波形輪郭を有するカム面とを含み、前
記複数のソケットは前記ケースの環状の内壁に囲むように形成され、前記複数のローラー
は前記複数のローラー溝内に納置され、且つ前記複数のローラーは前記カム面、前記複数
のソケットと前記複数のローラー溝との間に制限され、動力が伝達される第２段減速ユニ
ットとを備え、
　前記カム面はリングギアの外壁に囲むように形成され、前記リングギアが第１段減速ユ
ニットの出力端となり、前記リングギアは第２段減速ユニットを駆動させる入力端とし、
前記複数のローラーは複数のローラー溝を駆動させて回転させ、前記複数のローラー溝は
遊星ギアプレートの外壁に囲むように形成され、前記遊星ギアプレートが第２段減速ユニ
ットの出力端となることを特徴とする複合型減速機。
【請求項２】
　前記太陽歯車、カム面、及び前記複数のローラー溝の回転の中心は共線となることを特
徴とする、請求項１に記載の複合型減速機。
【請求項３】
　前記複数のローラー溝は前記カム面と前記複数のソケットとの間に位置されると共に前
記複数のローラーが納置されることを特徴とする、請求項１または２に記載の複合型減速
機。
【請求項４】
　前記複数のローラーはカム面の押動を受けて対応するソケット内まで移動され、且つロ
ーラー溝を駆動させると共に追随させて回転させることを特徴とする、請求項３に記載の
複合型減速機。
【請求項５】
　前記カム面の波形輪郭中には少なくとも１つの円弧凸部を有し、前記複数のローラーが
円弧凸部の押動を受けて対応するソケット内まで移動され、且つローラー溝を駆動させる
と共に追随させて回転させることを特徴とする、請求項４に記載の複合型減速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、減速機の構成に関し、より詳しくは、遊星歯車セット及び波動減速機の複合
型減速機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　減速機は回転速度を減速させてトルクを高める伝動装置であり、一般的な減速機として
は、ウォーム型、遊星歯車型、スピン波型等を含む。ウォーム型減速機は入力軸にウォー
ムが組み合わせられてウォームギアに噛合させると共に駆動させることにより減速を出力
させる。
【０００３】
　遊星歯車型減速機は遊星歯車セットにより減速比を有する伝動出力を発生させる。従来
の特許文献では、例えば、特許文献１、特許文献２及び特許文献３に掲示のものは、入力
軸の一側に遊星歯車セットが同軸で配置されることにより減速を出力させている。特許文
献１、特許文献２に掲示されている発明は、１段階の減速出力を有する遊星歯車型減速機
の配置技術であり、特許文献３には２段階の減速出力を有する遊星歯車型減速機の配置技
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術が教示されている。
【０００４】
　スピン波型（Spin wave）減速機はスピン波減速を発生させる伝動装置である。スピン
波減速の原理としては、初期にはＣ．Ｗ．　Ｍｕｓｓｅｒが１９５５年に出願した特許文
献４に記載の高調波ドライバ(harmonic driver)が存在する。その後、絶え間ない改善が
図られ、例えば、特許文献５に、スピン波型減速機の部材の仔細が掲示されている。
【０００５】
　一般的なスピン波型減速機の構成は、内から外にかけて同軸で配置されるカム(cam)(ま
たは波起し機wave generatorと呼ばれる)と、複数のローラー(rollers)と、ソケットギア
(特殊な内歯型スプラインホイールcircular spline wheelを有する)とを備える。前記カ
ムは通常入力軸とし、前記複数のローラーはカムとソケットギアとの間に囲むように配置
され、且つソケットギアには環状を呈すると共にローラーを収納させて噛合させる複数の
ソケットが布設され、カムの入力により複数のローラーの中の一部のローラーが駆動され
てソケットギアの対応するソケットの中に噛合され、ボールリングを駆動させて減速比の
出力を発生させて回転させる。
【０００６】
　また、遊星歯車セット及びスピン波減速装置が結合された複合型減速機もあり、遊星歯
車セット及びスピン波減速装置により多段階の減速比の出力をそれぞれ発生させ、それを
必要とする出力端に提供する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】台湾特許出願第Ｍ３３１０６１号明細書
【特許文献２】台湾特許出願第Ｍ４３４８５７号明細書
【特許文献３】台湾特許出願第Ｍ４５４４７９号明細書
【特許文献４】アメリカ合衆国特許出願第Ｍ４５４４７９号明細書
【特許文献５】アメリカ合衆国特許出願第Ｍ５６４３１２８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、前述した従来のこれら減速機は体積が全体として大き過ぎで、特に入力
軸の軸方向長さは部材の数量が明らかに多過ぎるため、配置が複雑になりすぎて空間を過
大に占領し、小型化に不利になるばかりか、設計の精密化の要求にも応えられなかった。
そこで、本発明者は、上記の欠点が改善可能と考え、鋭意検討を重ねた結果、合理的設計
で上記の課題を効果的に改善する本発明の提案に到った。
【０００９】
　本発明は、このような従来の問題に鑑みてなされたものである。上記課題解決のため、
本発明は、複合型減速機を提供することを目的とする。すなわち、遊星歯車セット及び波
動減速機の複合型減速機を提供し、従来の減速機では配置空間及び体積を全体的に有効的
に縮減できないという問題を改善させる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る複合型減速機は、固定端
として使用されるケース内に配置され、遊星歯車セットで構成され、前記遊星歯車セット
は入力用の太陽歯車を含み、前記太陽歯車の周囲は複数の遊星歯車に相互に噛合させると
共に駆動させ、前記複数の遊星歯車は遊星ギアプレートに間隔を空けて枢接され、且つ前
記複数の遊星歯車の外囲はリングギアに相互に噛合させると共に駆動させて回転させる第
１段減速ユニットと、波動減速機で構成され、前記波動減速機は円周に等間隔で環状に配
列される複数のローラーと、複数のローラー溝と、複数のソケットと、波形輪郭を有する
カム面とを含み、前記複数のソケットは前記ケースの環状の内壁に囲むように形成され、
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前記複数のローラーは前記複数のローラー溝内に納置され、且つ前記複数のローラーは前
記カム面、前記複数のソケットと前記複数のローラー溝との間に制限され、動力が伝達さ
れる第２段減速ユニットとを備える。前記カム面はリングギアの外壁に囲むように形成さ
れ、前記リングギアが第１段減速ユニットの出力端となり、前記リングギアは第２段減速
ユニットを駆動させる入力端とする。前記複数のローラーは複数のローラー溝を駆動させ
て回転させ、前記複数のローラー溝は遊星ギアプレートの外壁に囲むように形成され、前
記遊星ギアプレートが第２段減速ユニットの出力端となる。
【００１１】
　好ましくは、前記太陽歯車、カム面、及び前記複数のローラー溝の回転の中心は共線と
なる。
【００１２】
　好ましくは、前記複数のローラー溝は前記カム面と前記複数のソケットとの間に位置さ
れると共に前記複数のローラーが納置される。前記複数のローラーはカム面の押動を受け
て対応するソケット内まで移動され、且つローラー溝を駆動させると共に追随させて回転
させる。前記カム面の波形輪郭中には少なくとも１つの円弧凸部を有し、前記複数のロー
ラーが円弧凸部の押動を受けて対応するソケット内まで移動され、且つローラー溝を駆動
させると共に追随させて回転させる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、減速比を高める前提の下、減速機の全体的な配置空間及び体積を有効
的に縮減させ、減速機の小型化及び精密化に有利にする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る回転波減速機を示す展開図である。
【図２】図１に示す部材を示す配置の断面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図４】図３に示すカム、ローラー及びソケットの間を示す拡大図である。
【図５】図３に示すカム、ローラー、ローラー溝及びソケットの間による力のバランスを
説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明における好適な実施の形態について、添付図面を参照して説明する。尚、以下に
説明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を限定するものではな
い。また、以下に説明される構成の全てが、本発明の必須要件であるとは限らない。
【００１６】
　まず、本発明の具体的な実施形態を図１～３に基づいて説明する。本発明の複合型減速
機は、その構造は、ケース１０と、第１段減速ユニット２０と、第２段減速ユニット３０
とを備える。
【００１７】
　前記ケース１０内部には収容室１１が形成される。前記ケース１０は減速機の固定端と
し、減速機が減速出力される動力が必要な設備に装設される際、及び第１段減速ユニット
２０並びに第２段減速ユニット３０が収容室１１に配置される際に、前記ケース１０が極
めて高い装設の固定作用を提供することを含む。
【００１８】
　前記第１段減速ユニット２０は実施において、遊星歯車セットで構成される。前記遊星
歯車セットは、太陽歯車２１と、複数の遊星歯車２２と、リングギア２４とを備える。前
記太陽歯車２１は減速機の入力端であり、前記太陽歯車２１は実施において、回転型アク
チュエータ(図示せず)が軸着され、前記回転型アクチュエータとしては回転力を提供する
モーターを選択してもよい。より具体的には、前記モーターはサーボモーター及びステッ
プモーターの内の１つであり、回転型アクチュエータが回転力を提供し、太陽歯車２１を
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駆動させて自転させる。
【００１９】
　前記複数の遊星歯車２２は太陽歯車２１の周辺に等間隔で噛合され、前記複数の遊星歯
車２２は実施において遊星ギアプレート２３に枢接され、前記遊星ギアプレート２３によ
り前記複数の遊星歯車２２が太陽歯車２１の周辺の円周上に等間隔で噛合されるように制
限され、且つ前記遊星ギアプレート２３は軸受け４０により収容室１１内に枢着される。
【００２０】
　前記リングギア２４は前記複数の遊星歯車２２の外囲に噛合される。換言すれば、前記
複数の遊星歯車２２は太陽歯車２１とリングギア２４との間に位置される。太陽歯車２１
が回転型アクチュエータの駆動を受けて自転すると、前記複数の遊星歯車２２を同期させ
て自転させると共に太陽歯車２１の周りを公転させ、且つリングギア２４を駆動させると
共に追随させて同期で回転させる。
【００２１】
　前記第２段減速ユニット３０は実施において、波動減速機で構成され、前記波動減速機
は円周に等間隔で環状に配列される複数のローラー３１と、複数のローラー溝３２と、複
数のソケット３３と、波形輪郭を有するカム面３４とを備える。前記複数のソケット３３
はケース１０の環状の内壁１１ａに囲むように形成され、これにより、固定端として使用
されるケース１０が前記複数のソケット３３のソケット座となる。前記カム面３４はリン
グギア２４の外壁に囲むように形成され、前記複数のローラー溝３２は前記カム面３４と
前記複数のソケット３３との間に位置され、前記複数のローラー３１は前記複数のローラ
ー溝３２内に納置され、前記複数のローラー３１が前記カム面３４、前記複数のソケット
３３、及び複数のローラー溝３２による制限を受ける。
【００２２】
　更に詳しくは、前記カム面３４は軸心から離間すると共にスプライン(spline)で構成さ
れる少なくとも１つの円弧凸部３４１を備え、前記円弧凸部３４１は力を掛けて前記ロー
ラー３１を押動させて動力を伝達させる有効作用領域であり、囲むことで波形輪郭となる
。前記ローラー３１は本実施形態ではローラーピンであるが、但しボールローラー等のロ
ーラー部材でもよい。前記複数のローラー溝３２は遊星ギアプレート２３の外壁に囲むよ
うに形成され、これにより前記遊星ギアプレート２３が前記複数のローラー溝３２のロー
ラー溝ベースとして使用され、且つ前記遊星ギアプレート２３が第２段減速ユニット３０
の出力端となる。また、前記カム面３４はリングギア２４の外壁に囲むように形成され、
且つ前記複数のローラー溝３２は遊星ギアプレート２３の外壁に囲むように形成され、こ
れにより前記太陽歯車２１、カム面３４、及び前記複数のローラー溝３２は回転の中心と
なる中心線が同じになる(共線)。
【００２３】
　図４は上述のソケット３３、カム面３４、及びローラー３１の間を示す拡大図を図示す
る。本実施形態において、カム面３４の円弧凸部３４１が一部のローラー３１を駆動させ
て対応するソケット３３内まで移動させてソケット輪郭３３１に接触させ、作用力をロー
ラー溝３２に伝達させ、前記ローラー溝３２を形成させる遊星ギアプレート２３を駆動さ
せて既定の減速比の出力を発生させて回転させる。
【００２４】
　上述の前記ソケット輪郭３３１は片側歯面３３１ａ及びそれと対称になる対応端に形成
される対応側歯車面輪郭３３１ｂを備え、且つ片側歯面３３１ａと対応側歯車面輪郭３３
１ｂとの間には歯底輪郭３３２が連結される。各ソケット輪郭３３１の片側歯面３３１ａ
及び対応側歯車面輪郭３３１ｂは互いに離間する端部が歯先輪郭３３３にそれぞれ連接さ
れる。これにより、ケース１０の環状の内壁１１ａに完全に囲むように形成される(図１
参照)。
【００２５】
　図５を参照し、カム面３４がローラー３１を引動させてソケット３３の片側歯面３３１
ａ及び対応側歯車面輪郭３３１ｂに接触させる過程において、片側歯面３３１ａ及び対応
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側歯車面輪郭３３１ｂにより十分に且つ確実にローラー３１が施す駆動力を伝達させる。
また、片側歯面３３１ａ及び対応側歯車面輪郭３３１ｂがローラー３１にカム面３４が発
生させた分力を提供する有効接触面とし、波動減速機が全体的な減速比の出力値の伝動精
度及び伝動効率を維持させる状況下で波動減速機の出力端の伝動精度を更に高める。
【００２６】
　これにより、図２及び図５を参照すれば、本発明の第１段減速ユニット２０及び第２段
減速ユニット３０の動力伝達方式は、入力用の太陽歯車２１が前記複数の遊星歯車２２に
噛合されると共に回動させて太陽歯車２１の周りを公転させ、前記複数の遊星歯車２２が
リングギア２４に噛合されて回転させるほか、同時に遊星ギアプレート２３を駆動させて
回転させ、リングギア２４が第１段減速ユニット２０の出力端となり、且つ第２段減速ユ
ニット３０を駆動させる入力端となる。遊星ギアプレート２３が第１段減速ユニット２０
の動力を第２段減速ユニット３０に伝達させるアイドラとして使用される。第１段減速ユ
ニット２０は、リングギア２４が第一減速比の出力を発生させる。次いで、リングギア２
４の外壁に形成されるカム面３４の円弧凸部３４１が一部のローラー３１を引動させて対
応するソケット３３内まで移動させてソケット輪郭３３１に接触させ、推力をローラー溝
３２まで伝達させ、これにより前記ローラー溝３２を形成させる遊星ギアプレート２３を
駆動させて第二減速比の出力を発生させて回転させる。アイドラとして使用される遊星ギ
アプレート２３は第２段減速ユニット３０のカム面３４、ローラー３１、ソケット３３、
及びローラー溝３２が推力を伝達させる過程において制限を受け、第二減速比の回転速度
の出力を伝達させ、外界に必要な動力を提供する。
【００２７】
　上述のように、本発明は減速機内に配置される第１段減速ユニット及び第２段減速ユニ
ットにより、有効空間内で減速比を大幅に増加させるほか、特に、波動減速機のローラー
溝が遊星ギアプレートの外壁に直接形成されて一体となり、遊星ギアプレートがローラー
溝ベース(またはローラー溝プレートと呼ばれる)として使用され、且つ前記複数のソケッ
トがケースの環状の内壁に直接形成され、ケースがソケット座として使用される。さらに
は、カム面がリングギアの外壁に一体で形成され、このような実施により、減速機の構造
及びその全体的な配置空間並びに体積が精密で簡潔になり、減速機の小型化及び精密化に
貢献する。
【００２８】
　上述の実施形態は本発明の技術思想及び特徴を説明するためのものにすぎず、当該技術
分野を熟知する者に本発明の内容を理解させると共にこれをもって実施させることを目的
とし、本発明の特許請求の範囲を限定するものではない。従って、本発明の精神を逸脱せ
ずに行う各種の同様の効果をもつ改良又は変更は、後述の請求項に含まれるものとする。
【符号の説明】
【００２９】
１０　　　ケース
１１　　　収容室
１１ａ　　内壁
２０　　　第１段減速ユニット
２１　　　太陽歯車
２２　　　遊星歯車
２３　　　遊星ギアプレート
２４　　　リングギア
３０　　　第２段減速ユニット
３１　　　ローラー
３２　　　ローラー溝
３３　　　ソケット
３３１　　ソケット輪郭
３３１ａ　片側歯面
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３３１ｂ　対応側歯車面輪郭
３３２　　歯先輪郭
３３３　　歯底輪郭
３４　　　カム面
３４１　　円弧凸部
４０　　　軸受け

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】
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